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茨
城
県
高
萩
市
出
身
で
江
戸
時
代
の
地

理
学
者
、
長
久
保
赤
水

（
■
７
■
７
～
■

８
０
■
年
）
が
近
年
、
知
名
度
を
上
げ
て

い
る
。
初
め
て
実
測
で
日
本
地
図
を
作

っ

た
伊
能
忠
敬
よ
り
４２
年
早
く
、
情
報
収
集

に
よ
る
精
度
の
高
い

「赤
水
図
」
を
作
り
、

庶
民
や
後
世
の
知
識
人
に
広
め
た
功
績
が

評
価
さ
れ
始
め
た
。

赤
水
は
高
萩
市
赤
浜
の
農
家
生
ま
れ

で
、
幼
い
頃
に
両
親
を
亡
く
し
た
。
親
族

に
育
て
ら
れ
な
が
ら
、
学
問
に
興
味
を
持

ち
、
水
戸
藩
の
学
者
ら
の
下
で
儒
学
や
天

文
学
、
地
理
学
を
学
ん
だ
。
３０
代
半
ば
で

正
確
な
日
本
地
図
を
作
ろ
う
と
決
意
し
、

情
報
収
集
や
各
地
の
旅
を
経
て
、
５２
歳
で

初
め
て
の
地
図
を
完
成
。
功
績
が
認
め
ら

れ
水
戸
藩
主
の
侍
講
に
な

っ
た
。

赤
水
の
地
図
は
天
文
学
を
取
り
入
れ
た

こ
と
で
、
日
本
で
初
め
て
経
線
と
緯
線
が

書
か
れ
、
比
較
的
正
確
な
の
が
特
徴
。
中

■
８
２
■
年
に
完
成
し
た
伊
能
忠
敬
の

地
図
は
、
伊
能
自
ら
が
実
際
に
各
地
を
歩

き
歩
幅
で
測
量
し
た
こ
と
で
有
名
。

一
方

で
赤
水
は
、
自
分
で
集
め
た
地
名
な
ど
の

情
報
を
地
図
に
盛
り
込
ん
だ
た
め
、
内
陸

の
情
報
も
豊
富
だ
。
長
久
保
赤
水
顕
彰
会

の
佐
川
春
久
会
長

（７０
）
は
「友
人
が
多
く
、

旅
人
に
も
お
茶
を
ご
ち
そ
う
し
て
話
を
聞

く
な
ど
、情
報
収
集
能
力
に
た
け
て
い
た
」

と
強
調
す
る
。

赤
水
の
関
連
資
料
６
９
３
点
は
、
２
０

■
７
年
に
県
指
定
有
形
文
化
財
に
な
る
な

ど
徐
々
に
価
値
を
評
価
さ
れ
、
国
の
文
化

審
議
会
は
今
年
３
月
、
同
資
料
を
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
す
る
よ
う
文
部
科
学
相

に
答
申
し
た
。

さ
ら
に
知
名
度
を
上
げ
よ
う
と
顕
彰
会

は
同
月
、
赤
水
が
地
図
に
書
き
残
し
た
不

思
議
な
海
上
現
象
を
元
に
し
た
絵
本

「り

ゅ
う
の
ひ
か
り
」
を
出
版
。
縦
約
８４
ち
、

横
約
■
２
８
場
の
赤
水
図
の
レ
プ
リ
カ
発

行
を
目
指
し
、
資
金
３
０
０
万
円
を
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
募
る
。

佐
川
さ
ん
は

「世
界
で
通
用
す
る
、
誇

れ
る
先
人
の

一
人
。
地
理
の
歴
史
の
中
に

赤
水
図
を
し

っ
か
り
位
置
付
け
た
い
」
と

語
り
、
将
来
的
に
は
大
河
ド
ラ
マ
化
も
目

指
し
て
い
る
。

日
本
地
図
の
先
駆
者
、
功
績
評
価

で
も
■
７
７
９
年
に
初
版
が
完
成
し
た

「改
正
日
本
興
地
路
程
全
図
」

（通
称

・

赤
水
図
）
は
実
用
性
が
高
く
、
江
戸
時
代

の
庶
民
に
広
く
流
通
し
た
。
幕
末
の
志
士

を
育
ん
だ
吉
田
松
陰

（■
８
３
０
～
５９
年
）

が
見
に
宛
て
た
手
紙
に
は

「
こ
れ
が
無
く

て
は
不
自
由
」
と
、
赤
水
図
を
旅
に
役
立

て
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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